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序文 
 
中川 裕 
 
 私たちは 2012‐13 年度の千葉大学人文社会科学研究科研究プロジェクトとして、「アイ
ヌ語の文献学的研究（１）」を遂行し、その成果報告書を研究プロジェクト報告集第 274 集
『アイヌ語の文献学的研究（１）』として 2014 年に刊行した。そして、引き続き 2014～15
年度に「アイヌ語の文献学的研究（２）」を立ち上げ、その 2 年間の研究成果報告書をここ
にまとめることになった。 
 このプロジェクトでは、毎週水曜日に人社研院生が中心となって研究会を開いてきた。1
年目に中心となったのは博士後期課程院生の遠藤志保、小林美紀、深澤美香、および慶応大
学ＳＦＣ専任講師の藤田護の 4 名で、博士前期課程院生の吉川佳見、佐藤雅子、欠ヶ端和
也、文学部学部生の東海林麗、阪口諒を加えた 9 名がレギュラーメンバーであり、時によっ
て学部生の風間優菜がそれに加わった。2 年目には吉川が後期課程に進学し、遠藤が就職、
また東海林が卒業によって抜けたことによって、7 名で進められることになった。 
 研究会の中身は、本報告書収録の「千葉大学におけるアイヌ語資料の整理と公開」で触れ
た、北海道平取町二風谷アイヌ文化博物館所蔵の録音テープの聞き起こし作業などを中心
とし、その合間に各自の研究成果の中間報告を行うという形で進められた。その成果が今回
の報告書となっている。 
 前回の『アイヌ語の文献学的研究（１）』刊行以降の 2 年間の間にも、アイヌ語を取り巻
く環境はどんどん変化しつつある。その大きな要因のひとつは、2020 年に設立が予定され
ており、日本の 5 番目の国立博物館となるアイヌ文化博物館構想であり、これに向けての
取り組みが急速に具体化してきたことにある。二風谷アイヌ文化博物館の萱野資料の整理
も、その延長線上にあると言ってよい。それ以外にも、各地で新たな録音資料や文字資料が
次々と「発見」されており、もはやその全貌を把握するのには、かなり困難を感じる状況に
すらなっている。 
 しかしながら、それらの特に音声資料の文献学的な扱いについては、まだ整備されている
という段階には至っていない。資料自体の収録経緯について精査し、類似資料との関連性に
ついて分析し、既存の資料との比較も進めながら内容を分析していくという、一連の作業を
十分に経た上で文字データ化されたものは、やはりまだ一部にとどまる。さらにそれを統合
的な形でアーカイヴ化していくという作業は、端緒についたばかりであり、各地で手探りの
試みが行われているのが現状である。そうした課題を明確に意識しながら、今後も研究を進
めて行きたいと考える。 
 
 なお、本報告書は吉川佳見が編集を担当した。 
 
